
小木―直江津航路に新造高速カーフェリー

「あかね」が就航しました
　新造高速カーフェリー「あかね」が、４月21日㈫に就航しました。
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左から木村佐渡観光協会理事長、中野県議会議員、甲斐市長、佐々木佐渡地域振興局長、木村佐渡汽船株式会社副社長

小木―直江津航路に
新造高速カーフェリー「あかね」が就航！

　

４
月
21
日
㈫
、
新
造
高
速
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
「
あ
か
ね
」
が
、
小
木
―
直
江
津

航
路
に
就
航
し
ま
し
た
。

　
「
あ
か
ね
」
は
全
長
約
90
ｍ
の
双

胴
船
で
、
乗
客
６
７
２
人
、
乗
用
車

１
５
２
台
を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
、
先

代
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
「
こ
が
ね
丸
」
か

ら
速
力
が
向
上
し
、
小
木
―
直
江
津
間

を
１
０
０
分
で
結
び
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
１
日
1.5
往

復
の
不
規
則
な
ダ
イ
ヤ
か
ら
、
１
日
２

往
復
と
な
り
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業
と

あ
わ
せ
て
、
佐
渡
を
扇
の
要
と
す
る
周

遊
ル
ー
ト
の
新
し
い
目
玉
と
し
て
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
「
あ
か
ね
」
は
、
１
等
「
と
き
ク
ラ

ス
」
と
２
等
の
全
席
座
席
指
定
お
よ
び

全
面
禁
煙
で
、
船
内
に
は
キ
ッ
ズ
ル
ー

ム
や
売
店
、
案
内
所
を
備
え
て
い
ま
す
。

◆あかねの概要　　全長／89.70ｍ　全幅／26.14ｍ
総トン数／5,702トン　航海速力／約30ノット　航海時間1時間40分
旅客定員／672人　車両積載能力／乗用車のみの場合152台

1等「ときクラス」

売店

2等
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佐
さ ど み な と

渡港サポーターズクラブ会員募集

申込方法
　市役所・各支所・各行政サービスセンター、佐渡観光協会に設置している申込書を「佐渡港サポーター
ズクラブ」係まで郵送またはＦＡＸで送付ください。

お問い合わせ
　（一社）佐渡観光協会「佐渡港サポーターズクラブ」係　☎２７－５０００　ＦＡＸ２３－５０３０

　５月 30 日㈯にクルーズ船「ロストラル」が、二見港沖に停泊します。
　市では、クルーズ船誘致による交流人口の拡大や、地域活性化に取り
組んでいます。
　この豪華客船を目にする絶好の機会に、心からのおもてなしでお客様
を温かくお迎えしましょう。

寄港日時（予定）ロストラル（二見港沖）５月30日㈯　午前７時頃
※寄港日時は変更になることがありますので、あらかじめご了承ください。

ロストラル

◆️対象
　佐渡への観光客を歓迎したいと思っている方
はもちろん、港やクルーズ船に興味をお持ちの
方など、佐渡在住の方なら、どなたでも入会で
きます。

◆️会員の活動内容
　⑴ 佐渡汽船カーフェリーの紙テープによるお見送り
　⑵ クルーズ客船寄港時の歓迎・お見送り

◆️会員特典
　⑴  カーフェリーの紙テープによるお見送り情

報の案内
　⑵ 客船入港・クルーズ情報の案内
　⑶ 船内見学会の優先案内
　⑷  複数回以上の入出港イベントへの参加（イ

ベント参加で会員証へスタンプを押印）で記
念品を進呈

クルーズ船が
寄港します

お問い合わせ　市役所観光振興課　３資産プロモーション室　☎６３－５１１６

　佐渡へ寄港する船をおもてなしの心で歓迎しませんか？
　入出港時のイベントに参加する「佐渡港サポーターズクラブ」の会員を募集しています。
　会費は無料です。会員ならではの特典もありますので、ぜひご参加ください。
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第
２
次
佐
渡
市
男
女
共
同
参
画
計
画　

　
～一人
ひ
と
り
が「
自
分
ら
し
く
」輝
け
る
島
へ
～
を
策
定
し
ま
し
た
①

　

男
女
が
お
互
い
を
認
め
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、そ
の
個
性
と
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
を
男
女
共
同
参
画
と
い
い
ま
す
。少

子
高
齢
化
が
進
み
、家
族
形
態
や
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、す
べ
て
の
人
が「
自
分
ら
し
く
」安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が
必
要
で
す
。

　

佐
渡
市
で
は
、こ
の
た
び
、第
２
次
佐
渡

市
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、４
つ
の
基
本
目
標
を
柱
に

男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅰ　

男
女
平
等
意
識
の
啓
発

基 

本
目
標
Ⅱ　

女
性
の
人
権
の
尊
重
と

生
涯
を
通
し
た
女
性
の
健
康
づ
く
り

基 

本
目
標
Ⅲ　

男
女
共
同
参
画
が
確

保
さ
れ
る
労
働
環
境
づ
く
り

基 

本
目
標
Ⅳ　

男
女
が
共
に
参
画
で
き

る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

基
本
目
標
を
４
回
に
わ
た
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅰ　
男
女
平
等
意
識
の
啓
発

　

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、性
別
に
よ
る
こ
と

な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
の
考
え
方
や

慣
行
・
し
き
た
り
に
よ
り
、性
別
に
よ
る
固

定
的
な
役
割
分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
て
い

る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、男
女
平
等
社
会
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、男
女
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、家
庭
、職
場
、地
域
、教

育
の
場
に
お
い
て
、男
女
平
等
意
識
が
定
着

す
る
よ
う
に
促
進
し
ま
す
。

1�

家
庭
に
お
け
る
男
女
平
等
意
識
の
促
進

⑴　

行
政
の
役
割

　

 　

家
庭
に
お
け
る
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
の
解
消

⑵　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

① 　

家
庭
に
お
い
て
男
女
が
協
力
し
て

家
事
・
育
児
・
介
護
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

② 　

家
事
・
育
児
・
介
護
を
学
ぶ
研
修
会

等
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

2�

男
女
平
等
の
視
点
で
の
慣
行
や
社
会
通

念
の
見
直
し

⑴　

行
政
の
役
割

　

 　

地
域
に
お
け
る
固
定
的
性
別
役
割
分

担
意
識
の
解
消

⑵　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

① 　

地
域
に
お
い
て
女
性
役
員
を
増
や

し
、女
性
の
意
見
も
取
り
入
れ
ま
し
ょ

う
。

　

② 　

女
性
が
積
極
的
に
地
域
行
事
へ
参

加
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
、女
性

自
身
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

3�

保
育
園・幼
稚
園・学
校
に
お
け
る
男
女

平
等
意
識
の
啓
発

⑴　

行
政
の
役
割

　

 　

男
女
平
等
意
識
に
基
づ
く
人
権
教
育
、

道
徳
教
育
、生
徒
指
導
、進
路
指
導
、性

に
関
す
る
指
導

⑵　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

① 　

保
育
園
や
学
校
に
お
い
て
男
女
平

等
意
識
を
醸
成
で
き
る
よ
う
に
家
庭

や
地
域
で
も
意
識
し
て
子
ど
も
に
接

し
ま
し
ょ
う
。

4�

生
涯
学
習
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
の

推
進

⑴　

行
政
の
役
割

　

 　

男
女
平
等
に
基
づ
い
た
生
涯
学
習
の

充
実

⑵　

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

① 　

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
座
等

に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

② 　

男
女
平
等
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

　

③ 　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
仲
間

づ
く
り
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
総
合
政
策
課
人
口
減
少
対
策
室

　

☎
63
―
３
８
０
２

指標 算出方法等 現状
（平成25年度）

目標
（平成31年度）

家庭の中で「男女が平等である」と思う人の割合 市民意識調査 23.2％ 増加
「男の子らしく、女の子らしく」育てることに反対する
人の割合 市民意識調査 18.4％ 増加

社会通念・慣行・しきたりなどで「男女が平等である」
と思う人の割合 市民意識調査 11.8％ 増加

地域社会の中で「男女が平等である」と思う人の割合 市民意識調査 19.2％ 増加
学校教育の場で「男女が平等である」と思う人の割合 市民意識調査 51.3％ 増加
市民大学講座への女性の参加割合

（全受講者に占める女性の割合） 社会教育課調べ 31.2％ 50.0％
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　あいかわ希望の家では、おからの入ったコロッケとキャベツ
がたくさん入ったメンチカツを注文販売しています。
　農耕班が山の畑で作ったじゃがいも、玉ねぎ、キャベツなど
を収穫した時には、その野菜を使ってコロッケ・メンチカツを
作っています。
　また、結び織りの座布団や玄関マットなどを製作しています。
　経糸に３ｃｍ×７ｃｍの布を１枚ずつ結び、１段結び終わる
と、仕切り（ひも状の布）を入れ、また布を結ぶことの繰り返し
をして織り上げています。
　各自が図面を数えながら結ぶと模様ができ、完成するのを
楽しみにしています。
　他にも木製パズル、手芸小物も製作しています。

◆️ご注文のお問い合わせ先
　〒９５２－１５１１　佐渡市相川栄町２４番地
　障がい福祉サービス事業所　あいかわ希望の家
　☎／ＦＡＸ７４－０６９６

元
気
に
い
が
た
健
康
ア
ワ
ー
ド 

準
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

　

健
康
づ
く
り

の
先
進
的
な
取

り
組
み
を
行
っ

て
い
る
団
体
を

表
彰
す
る
「
元

気
に
い
が
た
健

康
ア
ワ
ー
ド
」

の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

県
な
ど
が
初
め
て
企
画
し
た
も
の
で
、

43
団
体
が
応
募
し
、
グ
ラ
ン
プ
リ
が
２
団

体
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
は
４
団
体
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の
は
、
佐
和

田
を
元
気
に
し
よ
う
と
立
ち
上
が
っ
た

「
さ
わ
た
お
た
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
チ
ー
ム
」

の
取
り
組
み
で
す
。

　

人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
ど
ん
な
世
代

も
仲
良
く
一
緒
に
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
佐
和

田
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
５
回
の

話
し
合
い
を
重
ね
、
２
月
21
日
に
サ
ン
テ

ラ
佐
渡
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
、「
み
ん

な
で
試
そ
う
、
遊
ぼ
う
よ
！
」
を
開
催
し
、

約
２
５
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昔
遊
び
や
防
災
食
の
試
食
を
行
い
、
い

ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
に
つ
い
て
、
高
齢
者
が
昔
遊
び
の

先
生
に
な
る
こ
と
で
生
き
が
い
を
感
じ
、

参
加
し
た
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
が
ふ
れ

あ
い
、
健
康
寿
命
の
延
長
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
取
り
組
み
は
継
続
さ
れ
ま

す
。
一
緒
に
楽
し
み
た
い
方
は
、
代
表
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

佐
渡
市
で
は
、
健
康
バ
ン
ク
佐
渡
島
活

性
化
事
業
と
し
て
、
島
内
10
地
区
で
地
域

を
元
気
に
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
が
元
気
に
、
そ
し
て
佐
渡

を
元
気
に
す
る「
し
ま
び
と
元
気
応
援
団
」

の
活
動
を
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒

に
い
き
い
き
と
活
動
さ
れ
た
い
方
、
健
康

推
進
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さ
わ
た
お
た
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
チ
ー
ム

　

代
表　

安
藤
卓
也
☎
52
―
６
９
１
７

市
役
所
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室

　

☎
63
―
３
１
１
５

平成 27年度酒類販売管理協力
員の募集について
　関東信越国税局では、スーパー、コ
ンビニエンスストア、酒販店などへの買
い物の機会に、お酒売場の未成年者
飲酒防止のための表示状況等を確認し、
税務署に連絡していただく「酒類販売管
理協力員」を募集しています。
　応募方法等の詳細につきましては、
５月 18 日以降の国税庁ホームページ

（http://www.nta.go.jp/）をご覧ください。

障 が い 福 祉 施 設 授 産 品 紹 介 コ ー ナ ー

第４回  あいかわ希望の家
「コロッケ」「メンチカツ」「結び織り」

みんなで心を込めて作っています。

キャベツがたくさん
入ったメンチカツ

完成までに長いもので１か月
かかります。毎日コツコツがん
ばっています。

おからの入った
コロッケ
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「佐渡市地域防災マップ」を 
お求めのご家庭・事業所の 
みなさまへ
　 災 害 発 生 時 に は 救
出・救助をはじめ、す
べて行政が対応するこ
とは極めて困難であり、
まずは、「自分で身を
守り」さらに、「地域
の人たちと助け合う」
ことが被害を最小限に
抑えるためには重要で
あると考え、「佐渡市
地域防災マップ」を作
成しました。
　各自治会等へ加入し
ているご家庭につきましては、既に配布させていただ
いていますが、自治会へ加入されていないか、あるい
はお手元に届いていないご家庭および事業所を対象に、
市役所本庁および各支所・行政サービスセンターの窓
口でお渡しします。
　災害時のさまざまな被害の軽減にお役立てください。

お問い合わせ　市役所総務課　防災危機管理室
　防災安全係　☎６３－５１３５

地域の課題解決に向けた
講演会を開催します
　過疎・高齢化が進む中、地域の課題解決
に向け、住民自らが主体に活動する動きが
活発化しており、県では、住民の皆さまに
先進事例を学んでいただくことで、将来的
に地域や集落のあり方について考える契機
とし、活動の更なる活性化に向けた講演会
を開催します。

日 　 時　 ５月 31 日㈰ 
午後１時 30 分～ 3 時

会 　 場　 あいぽーと佐渡 
（両津夷 384-11）

講 　 師　稲垣　文彦　氏

演 　 題　 中越地震被災地域の復興事例
を通じた地域づくりについて

申込方法　 電子メールまたは電話で「氏
名」、「住所」をご連絡ください。

申込期限　５月 22 日㈮

申 込 先　 新潟県総務管理部地域政策課 
特定地域振興班

メール ngt010130@pref.niigata.lg.jp

☎０２５－２８０－５０９５

軽自動車税と自動車税の納期限は 
                             ６月１日㈪です
　平成 27 年度軽自動車税と自動車税の納税通知書が５月中旬に発送されますので、納期限までに納税さ
れますようお願いします。口座振替をご利用の方は、あらかじめ残高をご確認ください。
　納税通知書がお手元に届きましたら、開封のうえ、内容をご確認いただき、不明な点等ありましたら、
お問い合わせください。

◆️自動車税に関するお問い合わせ
佐渡地域振興局　県税部収税課（相川二町目浜町）　☎７４－３３１０

　納税通知書に記載されている金融機関やコンビニエンスストア、地域振
興局県税部窓口等でお早めに納税してください。

【クレジットカード納税ができます】
　自動車税については、インターネット（Ｙａｈｏｏ！公金支払い）を利用し
てクレジットカード（ＶＩＳＡ、ＭａｓｔｅｒＣａｒｄ、ＪＣＢ、Ａｍｅｒｉ
ｃａｎ Ｅｘｐｒｅｓｓ、ダイナースのロゴのあるもの）で納税できます。

※ ただし、コンビニエンスストアおよびクレジットカードでの納税は、６月２
日以降利用できません。

　 詳しくは新潟県税務広報ホームページ「県税の窓口」（http://www.pref.
niigata.lg.jp/zeimu/）をご覧ください。

◆️軽自動車税に�
　関するお問い合わせ

市役所税務課　市民税係
☎６３－５１１０
または、各支所・行政サー
ビスセンター税務窓口
　納税通知書に記載され
ている金融機関やコンビ
ニエンスストア、市役所
または、各支所・行政サー
ビスセンター窓口等でお
早めに納税してください。
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軽自動車税の改正について
　平成 26 年度および平成 27 年度税制改正に伴い、平成 27 年度以降の軽自動車税の税率が変わります。
　なお、平成27年度における原動機付自転車および２輪車等の税率は現行のままとなりました。
◆️２輪車等の税率
　　２輪車等については、下記の車種すべてにおいて平成 28 年度から新税率が適用されます。

車種 平成27年度 平成28年度

原動機付自転車

50㏄以下 1,000 円 2,000 円
50㏄超 90㏄以下 1,200 円 2,000 円
90㏄超 125㏄以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

２輪の軽自動車（125㏄超 250㏄以下） 2,400 円 3,600 円
２輪の小型自動車（250㏄超） 4,000 円 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600 円 2,400 円
その他 4,700 円 5,900 円

専ら雪上を走行するもの 2,400 円 3,600 円

◆️４輪車等の税率
　 　４輪車等の軽自動車については、新車を取得した（最初の新規検査を受けた）年月日によって、税率

が異なります。グリーン化（環境負荷の低減促進）を進める観点から、最初の新規検査から 13 年を経
過した４輪車等の軽自動車については、平成 28 年度から重課税率（高い税率）が適用されます。

車両区分

税率
平成27年度から 平成28年度から

平成27年３月31日以前
に新規登録した車両

平成27年４月１日以降
に新規登録した車両

新規登録から13年を経過
した車両

３輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

４輪
以上

乗用
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨物
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

◆️軽自動車税のグリーン化特例（軽課）
　 　３輪および４輪以上の軽自動車で排出ガス性能および燃費性能の優れた環境負荷の小さいものについ

て、軽自動車税の税率を軽減する特例（軽課）が平成 28 年度に適用されます。
適用条件　 平成 27 年４月１日から平成 28 年３月 31 日までに新規取得した３輪および４輪以上の新車の

軽自動車のみ
適用年度　平成 28 年度

車両区分

税率（グリーン化特例）

電気自動車
天然ガス自動車

ガソリン・ハイブリッド
乗用：平成32年度燃費基準
＋20％達成
貨物：平成27年度燃費基準
＋35％達成

ガソリン・ハイブリッド
乗用：平成32年度燃費基準達成
貨物：平成27年度燃費基準
＋15％達成

３輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

４輪
以上

乗用
自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円
営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨物
自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円
営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円

お問い合わせ　市役所税務課　市民税係　☎６３－５１１０
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平 
成 

26 

年 

度   

定 

期 

監 

査 

結 

果

　
佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
定
期
監
査
の
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
渡
市
監
査
委
員
　
清
水
　
一
次 

佐
渡
市
監
査
委
員
　
中
川
　
隆
一

監
査
の
対
象
部
署

　

地
域
振
興
課
、
農
業
委
員
会
、
羽
茂

支
所
・
赤
泊
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、会

計
課
、学
校
教
育
課
、建
設
課
、消
防
本
部
、

総
務
課
、両
津
病
院
、相
川
病
院
、上
下
水

道
課
、財
務
課
、世
界
遺
産
推
進
課

監
査
の
結
果

　

監
査
の
結
果
、
一
部
に
不
適
切
な
事
務

処
理
が
見
受
け
ら
れ
た
。
指
摘
事
項
及
び

監
査
委
員
の
意
見
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
軽
微
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
口

頭
に
よ
り
関
係
課
に
改
善
を
要
望
し
た
。

指
摘
事
項
及
び
監
査
委
員
の
意
見

１　
地
域
振
興
課

⑴�　
平
成
25
年
度
元
気
な
地
域
づ
く
り
支

援
事
業

ア 　

補
助
の
対
象
経
費
に
な
い
食
糧
費
や

旅
費
を
対
象
と
し
て
い
た
事
例
、
事
業

目
的
に
当
て
は
ま
ら
な
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
費
用
を
対
象

と
し
て
い
た
事
例
が
あ
っ
た
。

イ 　

同
一
目
的
の
事
業
に
対
し
て
補
助
金

と
原
材
料
費
を
支
給
し
、
そ
の
合
計
額

が
補
助
金
の
限
度
額
を
超
え
て
い
る
も

の
が
あ
っ
た
。

ウ 　

概
算
払
後
に
必
要
な
実
績
報
告
等
の

事
務
手
続
き
を
し
て
い
な
い
も
の
が

あ
っ
た
。　

⑵�　
平
成
25
年
度
佐
渡
お
こ
し
チ
ャ
レ
ン

ジ
事
業

　

事
業
の
完
了
を
確
認
し
な
い
ま
ま
補
助

金
を
支
出
し
て
い
た
。
ま
た
、
資
料
が
不

足
し
て
活
動
内
容
の
確
認
が
で
き
な
い
ま

ま
補
助
金
額
を
確
定
し
て
い
る
も
の
や
補

助
金
変
更
交
付
申
請
等
の
手
続
を
せ
ず
に

事
業
内
容
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
団
体
に

補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
も
の
な
ど
が

あ
っ
た
。

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

元
気
な
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
は
、
実

施
要
綱
、
補
助
金
交
付
要
綱
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
、
Ｑ
＆
Ａ
等
に
事
業
の
実
施
方
法

や
条
件
等
を
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
規

定
に
そ
ぐ
わ
な
い
事
例
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
実
施
要
綱
や
事
業
採

択
条
件
等
が
あ
い
ま
い
で
基
準
が
明
確
で

な
い
の
で
、
見
直
し
に
よ
り
支
援
事
業
の

有
効
性
と
公
平
性
を
保
つ
よ
う
検
討
さ
れ

た
い
。

　

佐
渡
お
こ
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
に
お
い

て
は
、
実
績
報
告
に
対
す
る
厳
正
な
検
査

が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
補
助
金
を
交
付
し
た

事
例
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
た
。

　

補
助
金
等
交
付
規
則
に
則
り
、
厳
正
に

検
査
を
行
い
、
補
助
金
決
定
の
内
容
及
び

こ
れ
に
付
し
た
条
件
に
適
合
し
な
い
場
合

に
は
、
是
正
の
た
め
の
措
置
や
決
定
の
取

り
消
し
、
補
助
金
の
返
還
等
必
要
に
応
じ

た
処
理
を
さ
れ
た
い
。

２　
農
業
委
員
会

⑴�　
平
成
25
年
度
全
国
農
業
新
聞
の
購
読

拡
大
の
取
組

　

全
国
農
業
新
聞
の
購
読
拡
大
の
取
組
を

公
務
と
し
て
行
い
、
そ
の
普
及
拡
大
の
た

め
の
維
持
対
策
費
、
奨
励
金
等
の
助
成
金

を
毎
年
、
農
業
委
員
会
が
受
け
取
っ
て
い

た
が
、
市
の
一
般
会
計
へ
の
収
入
と
は
せ

ず
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
て
現
金
に
よ

り
管
理
し
、
飲
食
費
や
慶
弔
費
等
、
公
費

と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
な
支
出
を
し

て
い
た
。

⑵�　
平
成
25
年
度
農
地
制
度
実
施
円
滑
化

事
業

　

遊
休
農
地
の
防
止
対
策
が
目
的
の
当
該

事
業
に
お
い
て
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め

に
農
地
利
用
状
況
調
査
を
行
っ
て
い
た
。

遊
休
農
地
の
発
生
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
こ

の
調
査
と
並
行
し
て
、
農
地
法
第
30
条
第

３
項
に
よ
る
農
業
委
員
会
の
指
導
が
必
要

と
な
る
が
、
こ
の
指
導
計
画
が
作
成
さ
れ

て
お
ら
ず
、
指
導
件
数
の
実
績
が
過
少
と

な
っ
て
い
た
。

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

全
国
農
業
新
聞
の
購
読
拡
大
の
取
組
は
、

農
家
へ
の
情
報
提
供
業
務
で
あ
り
、
事
務

処
理
を
農
業
委
員
会
事
務
局
で
公
務
と
し

て
行
う
こ
と
は
問
題
な
い
が
、
そ
の
業
務

に
よ
り
収
入
と
な
る
助
成
金
は
公
金
と
し

て
取
り
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
前
述
の

よ
う
な
用
途
に
支
出
す
る
こ
と
は
不
適
切

で
あ
り
、
早
急
に
是
正
を
求
め
る
。

　

農
地
制
度
実
施
円
滑
化
事
業
の
補
助
金

に
対
す
る
予
算
の
支
出
手
続
き
は
、
適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
事
業
の
効
果

及
び
目
的
達
成
の
実
績
と
い
う
点
で
は
、

遊
休
農
地
対
策
と
し
て
の
指
導
実
績
が
過

少
で
あ
り
、
不
十
分
で
あ
っ
た
。

　

遊
休
農
地
対
策
と
し
て
の
事
業
効
果
の

発
現
の
た
め
に
、
指
導
計
画
を
作
成
の
上
、

農
地
法
に
基
づ
く
指
導
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

３�　
羽
茂
支
所
・
赤
泊
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

⑴　
財
産
管
理
に
関
す
る
事
項

　

物
品
台
帳
の
所
管
替
え
手
続
や
記
録
誤

り
な
ど
台
帳
整
備
の
不
備
が
見
受
け
ら
れ
、

決
算
書
添
付
の
備
品
一
覧
と
整
合
し
な
い

も
の
が
あ
っ
た
。

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

財
産
管
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
の
定
期
監
査
に
お
い
て
全
庁
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的
に
指
摘
し
た
が
、
誤
り
が
見
受
け
ら
れ

た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

　

所
管
財
産
等
に
つ
い
て
、
日
常
的
に
現

状
確
認
と
台
帳
の
照
合
を
行
い
、
財
産
の

有
効
活
用
と
適
正
管
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

４　
会
計
課

⑴　
金
庫
内
物
件
の
管
理
状
況

　

金
庫
内
物
品
保
管
簿
（
有
価
証
券
）
に

お
い
て
、
各
種
出
資
等
の
証
明
と
な
る
証

券
等
の
う
ち
、
原
本
が
存
在
せ
ず
、
支
出

伝
票
の
写
し
等
を
証
拠
書
類
と
し
て
保
管

し
て
い
る
事
例
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ

た
。

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

各
種
出
資
等
の
証
明
と
な
る
証
券
等
の

原
本
が
な
い
場
合
に
は
証
券
等
の
再
発
行

等
に
よ
り
保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
い
。

５　
学
校
教
育
課

⑴�　
平
成
26
年
度
小
学
校
・
中
学
校
管
理

運
営
事
業
に
お
け
る
土
地
賃
借
料
に
つ

い
て

　

土
地
賃
借
契
約
書
の
原
本
が
所
在
不
明

で
、
そ
の
契
約
書
の
写
し
を
保
管
し
て
い

る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。　

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

契
約
書
の
原
本
が
な
い
場
合
は
、
改
め

て
再
契
約
し
、
原
本
を
保
管
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
長
期
間
に
渡
る
契
約
の
為
、
い

ま
だ
に
合
併
前
の
ま
ま
契
約
条
件
等
が
統

一
さ
れ
て
な
い
実
態
が
あ
る
の
で
、
次
期

契
約
更
新
時
に
お
い
て
、
適
正
に
処
理
さ

れ
た
い
。

６　
消
防
本
部

⑴　
平
成
26
年
度
消
防
団
一
般
経
費

　

消
防
団
員
退
職
報
償
金
負
担
金
に
つ
い

て
、
団
員
の
条
例
の
定
数
（
２
，
０
１
４

人
）
に
よ
り
支
出
し
て
い
る
が
、
団
員
の

実
数
（
１
，
８
６
６
人
）
は
条
例
の
定
数

に
比
べ
１
４
８
人
不
足
し
て
お
り
、
佐
渡

市
は
そ
の
人
数
差
分
の
不
要
な
負
担
金

（
平
成
26
年
度
は
２
，
８
４
１
千
円
）
を

支
出
し
て
い
た
。

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

合
併
後
の
平
成
17
年
当
時
の
実
数
は
１
，

９
４
４
人
で
す
で
に
定
数
よ
り
70
人
の
不

足
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
10
年
間
で
団
員

が
減
少
し
、
現
在
は
当
時
の
倍
以
上
の

１
４
８
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
に
合

計
で
１
９
，
８
０
０
千
円
を
超
え
る
不
要

な
負
担
金
を
支
出
し
て
い
た
こ
と
は
、
佐

渡
市
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
あ
る
。

　

消
防
団
員
の
加
入
促
進
の
強
化
は
す
べ

き
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
推
移
を
み
て

も
、
こ
の
定
数
ま
で
に
団
員
が
増
加
す
る

こ
と
は
見
込
め
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、

条
例
に
お
け
る
定
数
は
現
実
に
即
し
た
実

数
に
近
い
も
の
に
改
正
し
、
不
要
な
負
担

金
の
支
出
を
防
ぐ
べ
き
で
あ
る
。

　

特
に
、
現
在
の
条
例
の
定
数
は
市
町
村

合
併
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
市
町
村
の
定
数

を
合
算
し
た
も
の
で
あ
り
、
佐
渡
市
が
合

併
し
10
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
、
消
防

組
織
の
体
制
も
変
わ
り
、
さ
ら
に
合
併
直

後
か
ら
大
幅
な
人
口
減
少
と
い
う
実
態
も

あ
る
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
消
防
団
員
の

定
数
に
つ
い
て
、
現
状
を
見
据
え
て
見
直

し
を
検
討
さ
れ
た
い
。

７　
総
務
課

⑴　
補
助
金
等
交
付
要
綱
に
つ
い
て

　

佐
渡
市
の
「
補
助
金
・
負
担
金
等
の
見

直
し
方
針
」
が
平
成
19
年
度
に
決
定
さ
れ

て
い
た
が
、
各
課
へ
の
周
知
徹
底
が
不
足

し
て
お
り
、
補
助
率
の
明
記
が
な
い
補
助

金
交
付
要
綱
が
見
受
け
ら
れ
た
。

⑵　
事
務
嘱
託
員
の
業
務
に
つ
い
て

　

佐
渡
市
の
非
常
勤
特
別
職
で
あ
る
嘱
託

員
が
独
立
し
た
他
団
体
の
会
費
徴
収
を

行
っ
て
い
た
。

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

補
助
金
交
付
要
綱
の
不
備
の
解
消
に
向

け
、
各
課
に
対
す
る
指
導
を
強
化
さ
れ
た

い
。

　

ま
た
、
嘱
託
員
の
業
務
に
つ
い
て
は
、

行
政
の
公
平
性
を
担
保
し
、
独
立
し
た
特

定
団
体
へ
の
便
宜
供
与
と
な
ら
な
い
よ
う

是
正
さ
れ
た
い
。

８　
財
務
課

⑴�　
補
助
金
等
交
付
申
請
手
続
き
に
つ
い

て
　

補
助
事
業
に
お
け
る
年
度
内
完
了
の
認

定
に
は
、
実
施
主
体
の
補
助
対
象
経
費
の

支
払
い
が
３
月
末
日
ま
で
に
完
了
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
他
課
職
員

に
周
知
徹
底
し
て
い
な
か
っ
た
。

⑵　
契
約
事
務
に
つ
い
て

　

２
５
０
万
円
以
上
の
工
事
に
関
す
る
随

意
契
約
に
つ
い
て
は
、
公
表
義
務
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。　

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

補
助
金
交
付
等
申
請
手
続
き
の
誤
り
の

解
消
に
つ
い
て
、
主
体
的
に
各
課
指
導
と

周
知
徹
底
を
実
践
さ
れ
た
い
。

契
約
事
務
に
つ
い
て
、
２
５
０
万
円
以
上

の
工
事
に
関
す
る
随
意
契
約
は
、
規
則
ど

お
り
に
適
正
に
公
表
さ
れ
た
い
。

９　
上
下
水
道
課

⑴�　
平
成
26
年
度
国
府
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

等
管
理
業
務
委
託
に
つ
い
て

　

当
該
業
務
委
託
の
当
初
の
業
務
内
容
に

含
ま
れ
な
い
故
障
に
つ
い
て
、
そ
の
修
繕

工
事
は
市
が
直
営
で
施
工
す
べ
き
で
あ
る

が
、
委
託
業
者
の
判
断
に
よ
る
施
工
と
し
、

工
事
費
を
管
理
業
務
委
託
費
に
増
額
変
更

と
し
て
上
乗
せ
し
た
事
例
が
２
件
あ
っ
た
。

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

市
の
施
設
所
有
者
と
し
て
の
責
任
の
範

囲
と
管
理
業
務
委
託
に
お
け
る
業
務
内
容

を
明
確
に
区
分
す
る
と
と
も
に
、
双
方
が

綿
密
に
連
携
し
、
十
分
な
協
議
を
経
て
適

正
に
施
設
管
理
業
務
を
遂
行
す
る
よ
う
求

め
る
。
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５月は「赤十字運動月間」
～今年も活動資金にご協力をお願いいたします～

　赤十字の活動は、毎年、自治・町内会を通じて、県民の皆様からお
寄せいただく社費（赤十字会費）と寄付金、企業や団体の皆様から寄
せられる寄付金で成り立っています。

　今年も東日本大震災で県内へ避難されている方々への支援や、次の
災害に備えた救援物資の備蓄や医療チームの訓練など、救護体制の強
化に努めてまいりますので、赤十字活動資金へのご理解とご協力をお
願いいたします。
※お預かりした義援金は、100％被災地にお届けしています。

日本赤十字社　新潟県支部
お問い合わせ　市役所社会福祉課　地域福祉係　☎６３－５１１３

佐渡金銀山現地ツアー
　島内在住の方を対象に、佐渡金銀山現
地ツアーを開催します。
　世界遺産候補の佐渡金銀山について、
現地で分かりやすく説明します。
　お気軽にご参加ください。

日　　時　６月 14 日㈰ 
　　　　　午前９時～午後３時（予定）
見学場所　鶴子銀山、相川金銀山
集合場所  
　佐渡市役所本庁舎（千種 232 番地） 
　※ 午前９時までにお集まりください 

（時間厳守）。
参�加�料　無料
定　　員　２０人（先着順）
そ�の�他　雨天決行
　見学場所へは、佐渡市のマイクロバス
で移動します。
　事前にお申し込みが必要です。
お申し込み・お問い合わせ 
　市役所世界遺産推進課 
　☎６３－５１３６

新しい佐渡の特産品を作ろう！！
「新製品発表会」を開催します

　佐渡市では、「佐渡の地域資源を活用した新製品開発」
に取り組む市内の企業等を支援しています。
　平成 26 年度に佐渡市新製品開発等支援事業補助金を活
用し、新製品やパッケージのリニューアルに取り組んだ
企業が７社ありました。この７社の取り組みの成果を発
表する場として、「新製品発表会」を開催しますので、ご
興味のある方はぜひご参加ください。
日　時 ５月 30 日㈯　午後１時 30 分～４時 
 （受付：午後１時～）
場　所 佐渡インフォメーションセンター 
 「あいぽーと佐渡」（両津夷 384-11）
内　容

・ 各企業から新製品開発およびパッケージのリニューア
ルに取り組んだ経緯や製品のＰＲ

・成果品の展示・商談・試食、試飲
参加費　無料
申�し込み　事前にお申し込みが必要です。申込書は、市役所

産業振興課、各支所・行政サービスセンター等にあります。
お�申し込み・お問い合わせ　市役所産業振興課　企業支

援係 　☎６３－３７９１　FAX ６３－２７５０
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平成27年度 
佐渡市成人式について

◆️開催のお知らせ
　成人を迎える皆様、おめでとうございます。
　佐渡市では、皆様の前途を祝し、成人式を開催します。
　新成人の皆様のご参加をお待ちしています。

日　時　８月15日㈯　午後２時～
会　場　アミューズメント佐渡
対�象者　平成６年４月２日から平成７年４月１日生ま

れの市内中学校卒業者および転入者
※ 対象者には、６月上旬に案内通知を送付します。なお、転

出されている方への案内は、転出前の佐渡市住所地（世
帯主様宛）に送付します。

◆️実行委員募集のお知らせ
　成人式は、新成人による実行委員会を組織し、運営
をしています。
　成人式を自分たちの手で盛り上げたいという方は、ご
連絡をお待ちしています。
お問い合わせ　市教育委員会社会教育課
　社会教育係　☎２７－４１８５

健康づくり教室指導者 
育成講習会受講者募集！！
講習日程　６月６日㈯開講～３月 
　　　　　（全12回実施）

講習時間　午後１時～４時

会　　場　 サンテラ佐渡スーパーアリーナ　
他

内　　容　 中高齢者の健康づくり教室の開設
に向け、健康運動実践指導者資格
取得に必要な科目を参考とした講
習会を実施します。

講　　師　新潟医療福祉大学

指導者登録
　 　全12回中10回以上受講した方は、「佐渡

市スポーツ指導者バンク」に登録していただ
きます。

お申し込み・お問い合わせ�
　サンテラ佐渡スーパーアリーナ 
　（佐渡市窪田75－１） 
　☎６７－７６４５　６７－７６４６

Ｓ
シ ー
ＥＡ Ｔ

トゥー
Ｏ Ｓ

サ ミ ッ ト
ＵＭＭＩＴ ２０１５佐渡 参加者募集中！

　「ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴ」は、本年佐渡初開催のイベントです。
　１日目に環境シンポジウム、２日目にスポーツイベント（カヤック → 自転車 → 登山）を行います。
　海から山へと自力で進むなかで、自然の循環を体感し、自然の大切さについて考える環境スポーツイベ
ントです。

日　時　６月 27 日㈯・６月 28 日㈰〈雨天決行〉

場　所　１日目　環境シンポジウム　　あいぽーと佐渡（両津夷３８４－１１） 
　　　　２日目　大会　　スタート：真野長石海岸　　ゴール：金北山頂上 (1,172 ｍ )

大会コース　真野長石海岸～金北山頂上（総距離 : 約 34.5 ｋｍ　標高差 :1,172ｍ）�
 ☆海のステージ（カヤック） 約５㎞ 真野長石海岸 → 佐和田海水浴場 
 ☆里のステージ（自転車） 約 25㎞ 佐和田海水浴場 → 佐渡金山 → 白雲台 
 ☆山のステージ（ハイク） 約 4.5㎞ 白雲台 → 金北山頂上

募集期限　６月 21 日㈰まで

募集定員　先着 100 組もしくは 300 人限定（募集組数に達し次第、受付を終了します）

参 加 費　シングルの部：10,800 円、チームの部：10,800 円×人数

申�込方法　 ＷＥＢエントリーのみとなります。「ＳＥＡ ＴＯ ＳＵＭＭＩＴホームページ（http://www.
seatosummit.jp/）にアクセスして必要事項をご入力ください。

お問い合わせ　一般財団法人　佐渡市スポーツ振興財団（佐渡スポーツハウス内）
　☎０２５９－６７－７５１０（平日：午前８時 30 分～午後５時）



～平成27年度　佐渡市の施策をお知らせします～

　佐渡には市民の皆様にぜひ活用して頂きたい施策がたくさんあるのをご存知で
すか？ 現在、平成27年度の施策の中で、特に知って頂きたいものをポスターにし
て各支所・行政サービスセンターに貼りだしています。
　今後はその他の施策もご紹介する予定です。
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お
　
知
　
ら
　
せ

満
３
歳
か
ら
あ
い
か
わ
幼
稚
園
に 

入
園
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　

昨
年
度
ま
で
、
あ
い
か
わ
幼
稚
園
の
入

園
資
格
は
「
満
３
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日

以
後
に
お
け
る
最
初
の
年
度
の
初
め
か
ら
、

小
学
校
入
学
ま
で
の
幼
児
」
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
「
満
３

歳
に
な
っ
た
日
か
ら
」
入
園
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

年
度
途
中
で
も
入
園
で
き
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
あ
い
か
わ
幼
稚
園
（
☎
74

―
３
２
３
４
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
さ
わ
た
幼
稚
園
お
よ
び
小
木
幼

稚
園
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
年
長
児
の
み

の
募
集
で
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
学
校
教
育
課
学
事
指
導
係

　

☎
23
―
４
８
９
４

「
広
げ
よ
う 

地
域
に
根
ざ
し
た 

思
い
や
り
」 

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
」
で
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
や
関
係
す
る

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
み
な
さ
ん

の
生
活
や
子
育
て
な
ど
の
相
談
・
支
援
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専

門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
は
、
子
育

て
の
支
援
や
児
童
健
全
育
成
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
相
談
内
容

や
個
人
の
秘
密
は
固
く
守
る
よ
う
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
の
中
で
心
配
ご

と
や
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
住
ま
い
の
地
区
を
担
当
し
て
い
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す 

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
展
『
消
費
者 

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ご
う
』

期
間　
５
月
１
日
㈮
～
５
月
29
日
㈮

会
場　

 

佐
渡
総
合
病
院
正
面
玄
関
入
り
口

ス
ペ
ー
ス

内
容　

 

悪
質
商
法
手
口
な
ど
の
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
展
示

　
　
　

消
費
生
活
関
連
資
料
の
配
布

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
総
務
課
市
民
相
談
室 

　

消
費
者
行
政
係

　

☎
57
―
８
１
４
３

借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
方
へ

　

多
額
の
借
金
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
借
金
問
題
解
決
へ

の
相
談
窓
口
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

き
ち
ん
と
し
た
手
続
き
を
と
れ
ば
、
多
重

債
務
は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
相
談
窓
口
へ
。

お
問
い
合
わ
せ

　

財
務
省
関
東
財
務
局
財
務
広
報
相
談
室

　

☎
０
４
８
―
６
０
０
―
１
１
１
３

　
（
直
通
）

　

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区 

新
都
心
１
―
１

　

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
１
号
館

※ 

新
潟
財
務
事
務
所
で
の
面
談
相
談
も
可
能
で
す

（
事
前
予
約
制
）。

「
両
津
南
埠
頭
ビ
ル
」
の 

　

外
壁
改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
佐
渡
汽
船
両
津
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
併
設
し
て
お
り
ま
す
「
両
津
南
埠
頭
ビ

ル
」
の
外
壁
改
修
工
事
を
次
の
と
お
り
施

工
し
て
お
り
ま
す
。
ビ
ル
全
体
が
足
場
・

養
生
シ
ー
ト
に
覆
わ
れ
、
ご
利
用
の
皆
さ

ま
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
・
ご
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
特
段
の
ご
協
力
を
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
売
店
街
・
お
食
事
処
・
案
内
所

は
、
通
常
ど
お
り
営
業
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

工
事
期
間　
６
月
30
日
㈫
ま
で

　

な
お
、
工
事
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
完
了

日
は
、
前
後
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

施
工
業
者　
株
式
会
社
上
酒
屋

　
　
　
　
　
（
新
穂
大
野
）

お
問
い
合
わ
せ

　

両
津
南
埠
頭
ビ
ル
株
式
会
社

　

☎
27
―
２
１
７
５　

 

23
―
５
０
１
５

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

有
　
料
　
広
　
告

転倒事故の防止対策と様々な素材の保護に
･スリップガード(滑りやすい床材に効果)石材･タイル等の水周りに
･トップコートUV(紫外線防止効果･ワックス不要)様々な施設

汚れた壁紙クロスを張り替えずに綺麗に再生
クロスガードエコ（銀イオンの効果で抗菌･消臭･防カビ等に効果）

循環式浴場配管洗浄システム
レジオアウト（レジオネラ菌汚染の原因となる滑りや垢を完全除去）

不要品処分･ゴミの片付･清掃全般･一般雑用 他
暮らしの総合サービス お気軽にお電話ください

見積無料〒952-0005　佐渡市梅津1609-8
代表　織田 敏彦（おりた）

便利屋エ－ス 090-1058-6013

E-mail：acebenri@e-sadonet.tv　☎27-4709
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お
　
知
　
ら
　
せ

人
権
擁
護
委
員
の 

　
　
　
　
　

委
嘱
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。

　

北　

恭
子　

さ
ん
（
両
津
湊
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
を
擁
護
す
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
身
の

回
り
で
起
き
た
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
等

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」 

　

特
設
人
権
相
談
所
を 

　
　
　
　
　
　

開
設
し
ま
す

　

佐
渡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
人

権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
昭
和

24
年
６
月
１
日
）
で
あ
る
６
月
１
日
に
、

市
内
２
会
場
で
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
主
な
仕
事
は
、

・ 

皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
こ
と

・ 

人
権
を
侵
害
さ
れ
た
人
の
相
談
相
手
に

な
っ
て
救
済
す
る
こ
と

・ 

地
域
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広
め
、

自
由
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と

な
ど
で
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
、
い
じ
め
・
体
罰
、
不
当
な
差

別
問
題
、
外
国
人
の
問
題
、
家
庭
内
の
問

題
（
夫
婦
・
親
子
・
離
婚
・
扶
養
・
相
続
等
）、

近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　

予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
日

直
接
会
場
に
来
て
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

日
時　
６
月
１
日
㈪
午
前
９
時
～
正
午

会
場
・
相
談
担
当
者

○
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

人
権
擁
護
委
員　

仲
川　

進

　
　
　
　
　
　
　
　

北　

恭
子

○
新
穂
地
区
公
民
館

　

人
権
擁
護
委
員　

池　

惠
子

　
　
　
　
　
　
　
　

桑
原　

武
子

常
設
相
談
所

　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

午
後
１
時
～
５
時
15
分

○
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
―
０
７
０
―
８
１
０

○
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
（
新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局
内
）

　

☎
74
―
３
７
８
７

第
57
回
「
種
火
の
会
」
の
ご
案
内

「
子
育
ち
の
応
援
団
と
し
て
」

　

佐
渡
市
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

若
者
（
し
ま
び
と
ジ
ュ
ニ
ア
）
を
さ
ま
ざ

ま
な
面
で
支
援
す
る
た
め
に
、
昨
年
４
月
、

総
合
相
談
窓
口
と
し
て
「
子
ど
も
若
者
相

談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
１
年
間
の
活
動
か
ら
垣
間

見
え
る
、
佐
渡
市
の
子
ど
も
若
者
の
現
状

を
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
す
べ
て
の
し
ま
び

と
ジ
ュ
ニ
ア
が
元
気
に
社
会
に
羽
ば
た
い

て
行
け
る
よ
う
、
地
域
が
し
っ
か
り
と
手

を
組
ん
で
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
時　
５
月
26
日
㈫
午
後
７
時
～
９
時

会
場　
佐
渡
総
合
病
院　

２
階
講
堂

講
師　

 

市
社
会
福
祉
課
子
ど
も
若
者
相
談

セ
ン
タ
ー　

児
玉
惠
子
さ
ん

会
費　

 

３
０
０
円
（
資
料
代
・
郵
送
代
な

ど
に
使
い
ま
す
）

世
話
人　

 

岡
崎 

実
、
金
岡
恵
美
子
、
村

田 

圭
、
光
村
克
己
、
橋
本
昌

子

お
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
９
０
―
１
４
５
１
―
３
３
４
５

　
（
橋
本
）

メ
ー
ルthe-sa-do-01-31@

nifty.com

（
光
村
）

有
　
料
　
広
　
告

出張 高価買取 いた
します！

トラクター・耕運機（ディーゼル）・船外機・バイク・重機

☆更に！鉄くず・
　　サビた鉄などは  

いたします！

例コンバイン・モーター・アルミサッシ・乾燥機・ボイラー・ホイール・草刈機・電気の線・動噴・
　チェーンソー・ワイヤー・ウインチ・脱穀機

㈱アクティーインターナショナル 佐渡営業所　担当　安達
お気軽にお電話ください！　☎0259‒66‒2695

出張 無料回収 



16

公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課　住宅係　☎０２５９‐６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】

Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
② 　収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者

のいる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯
などは214,000円）以下であること

③ 　収入月額が158,000円以上487,000円以下であ
ること

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃 ( 円 )

相川
県営おりと団地(１、２、３、４階) 6 ①② - S54 耐火構造４階建て 3DK 14,900 ～ 29,300
県営炭屋町団地(１、２、３、４階) 5 ①② - S58 耐火構造４階建て 3DK 16,600 ～ 32,700
栄町団地のかんぞう棟(２階) 1 ①② - H3 耐火構造３階建て 3DK 21,500 ～ 42,200

金井 吉井住宅Ｇ、Ｈ棟 3 ② ○ H26 木造平屋長屋建て 2DK 17,800 ～ 34,900
羽茂 羽茂住宅 1 ①② - H8 木造２階一戸建て 4DK 26,200 ～ 51,500

赤泊
真浦団地２ 1 ①③ - H9 木造２階一戸建て 3LDK 38,000【定額】
真浦団地２ 1 ③ ○ H9 木造平屋長屋建て 1LDK 18,000【定額】

■申込書類 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限 ５月 29 日㈮　午後５時
■入居予定 ６月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります。）
■注意事項 入居決定後、次のことが必要です。 
 ◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は１人）　◆敷金の納入：家賃の３か月分

収入月額�＝��（合計所得額－各種控除額）� １２

心配ごと相談日（５/15～６/15）
　生活のさまざまな心配ごとや困り
ごとを気軽に相談できる窓口を開設
しています。お住まいの地区以外で
の相談もできますので、ぜひご利用
ください。
　相談は無料で予約は不要です。直
接、相談日にお越しください。秘密
は守られます。
事業に関するお問い合わせ
　社会福祉協議会本所
　☎８１－１１５５
※ こちらの電話ではご相談は受付けていま

せん。相談を希望される方は、直接会場に
お越しください。

地区 相談日 時間 会場

両 津

5月23日㈯
6月 ２日㈫
6月13日㈯

13:00～16:00 両津福祉センター
しゃくなげ

6月 ７日㈰ 18:00～20:00

相 川

5月16日㈯
5月22日㈮

9:00～12:00 ワイドブルーあいかわ
6月 ３日㈬
6月10日㈬

新 穂 6月 ５日㈮ 9:00～12:00 新穂行政サービスセンター

畑 野 5月25日㈪ 9:00～12:00 畑野農村環境改善センター

真 野 6月 ８日㈪ 9:00～12:00 真野老人福祉センター
寿楽荘

羽 茂 6月10日㈬ 13:30～16:30 羽茂農村環境改善センター
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【
総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

　

光
サ
ー
ビ
ス（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
サ
ー
ビ
ス
）の
乗
換
え
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
！

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
が
２
月
１
日
か
ら
光
サ
ー
ビ
ス
の「
卸
売
」を
開
始
し
ま
し
た
。こ
の「
卸
売
」の
提

供
を
受
け
た
く
さ
ん
の
事
業
者
が
光
サ
ー
ビ
ス
を
一
般
消
費
者
向
け
に
提
供
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。光
サ
ー
ビ
ス
で
は
、こ
れ
ま
で
も
口
頭
契
約
に
よ
る
利
用
者
の
意
思
確
認
の
不
徹
底
、契

約
解
除
料
、期
間
拘
束
の
説
明
が
な
い
等
の
苦
情
・
相
談
が
多
く
あ
り
ま
す
。今
回
、卸
売
の
提
供

を
受
け
た
多
く
の
事
業
者
が
、電
話
勧
誘
等
に
よ
り
光
サ
ー
ビ
ス
の
営
業
活
動
を
行
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、従
来
の
工
事
等
を
伴
う
光
サ
ー
ビ
ス
へ
の
乗
換
え
と
は
異
な
り
、

「
転
用
」と
い
う
簡
易
な
手
続
き
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
乗
換
え
が
可
能
と
な
り
ま
す
。事
業
者
か
ら

の
説
明
が
十
分
で
な
い
場
合
に
は
、利
用
者
が
十
分
に
理
解
し
な
い
ま
ま
手
続
き
が
完
了
し
て
し

ま
い
、利
用
者
が
意
図
し
な
い
結
果
と
な
る
ケ
ー
ス
も
で
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。事
前
に
サ
ー
ビ

ス
内
容
や
契
約
条
件
を
十
分
ご
確
認
く
だ
さ
い
！

ポ
イ
ン
ト
!!

・ 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
か
ら
変
更
さ
れ
る
こ
と
。（
た
だ
し
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

は
、サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
引
き
続
き
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
か
ら
提
供
さ
れ
る
。）

・ 

既
存
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
契
約
解
除
申
込
み
が
必
要
な
場
合
に
は
、そ
の
旨
お
よ
び
契
約
解
除

料
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

・ 

サ
ー
ビ
ス
の
乗
換
え
に
よ
り
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
変
更
と
な
る
、こ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た
オ

プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
る
等
の
不
利
益
事
項
が
発
生
す
る
場
合
に
は
そ
の
旨
。

・ 

転
用
後
に
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
の
サ
ー
ビ
ス
に
戻
る
場
合
ま
た
は
当
該
別
の
事
業
者
と
新
規
に
契
約

を
締
結
す
る
扱
い
と
な
る
こ
と
か
ら
契
約
解
除
料
が
発
生
し
得
る
こ
と
。

　

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
光
サ
ー
ビ
ス
ま
で
一
貫

し
て
提
供
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
う
ま
く

使
え
ば
消
費
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
変
更
内
容
を
十

分
理
解
し
て
い
な
い
と
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
安
い
か
ら
飛
び
つ
く
の
で

は
な
く
、
何
が
変
わ
る
の
か
（
変
わ
ら
な

い
の
か
）
説
明
を
求
め
、
理
解
し
た
う
え

で
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
後
で
「
こ

ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
契
約
す
る
前
に
十
分

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

光
サ
ー
ビ
ス「
卸
売
」の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

　
　
─ 

変
更
内
容
を
十
分
理
解
し
て
か
ら
契
約
を 

─

佐
渡
市
立
畑
野
小
学
校

　

今
年
度
、創
立
開
校
３
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。平
成
25
年
４
月
に
小
倉
小
学
校
、後

山
小
学
校
、畑
野
小
学
校
の
３
校
が
統
合

し
新
し
く
誕
生
し
ま
し
た
。校
舎
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
、前
庭
・
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
、と

て
も
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
児
童
数
は
１
８
２
人
で
学
級
数

は
８
学
級
で
す
。

　

教
育
目
標「
や
さ
し
く 

か
し
こ
く 

た
く

ま
し
く
」の
も
と
、畑
野
地
区
や
佐
渡
市
の

特
色
や
よ
さ
に
学
ぶ
教
育
活
動
を
整
備
し

推
進
し
て
い
ま
す
。

【
３
地
区
を
巡
る
た
て
わ
り
班
遠
足
】

　

当
校
で
は
、友
達
を
思
い
や
る
心
や
、か

か
わ
る
力
を
育
む
た
め
に
全
校
た
て
わ
り

班
を
作
り
、児
童
会
活
動
や
清
掃
活
動
に

生
か
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
統
合
を

記
念
し
て
３
地
区
へ
の

た
て
わ
り
全
校
遠
足

を
行
い
ま
し
た
。コ
ー

ス
は
小
倉
・
後
山
・
畑

野
の
３
コ
ー
ス
で
す
。

各
コ
ー
ス
で
地
域
の
名

所
を
訪
ね
、関
係
す
る
方
々
か
ら
歴
史
や

旧
跡
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
お
宝
い
っ
ぱ
い
小
倉
コ
ー
ス
」で
は
、長
谷

寺
、旧
小
倉
小
学
校
、お
梅
堂
、国
見
平
を

巡
り
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
お
宝

を
見
た
り
地
域
の
方
か
ら
お
話
を
聞
い
た

り
し
な
が
ら
、地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
ま
し

た
。思
い
出
に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
福
祉
教
育
で
の
訪
問
活
動
】

　

中
・
高
学
年
は
、い
ろ
い
ろ
な
立
場
に
お

ら
れ
る
方
と
交
流
し
、共
生
の
心
を
は
ぐ
く

む
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

３
・
４
年
は
、佐
渡
特
別
支
援
学
校
を
訪

ね
、５
・
６
年
は
、や
わ
ら
ぎ
の
里
を
訪
問

し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。各
学
年
と
も
訪

問
す
る
前
に
施
設
の
特
徴
な
ど
を
理
解
し
、

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
活
動
に
つ
い
て
話
し
合

い
、訪
問
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
相
手
の

立
場
や
気
持
ち
を
考

え
て
行
動
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。子
ど
も
た
ち

は
交
流
し
た
方
か
ら

お
礼
の
手
紙
を
い
た
だ
き
、地
域
の
一
員
と

し
て
活
動
で
き
た
喜
び
や
楽
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、「
小
倉
の
千
枚
田
」で
の
米
づ

く
り
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。地
域
の
方
々

や
オ
ー
ナ
ー
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を
通

し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
両
津
支
所
内
）☎
23
―
４
８
９
８
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㊾

　

こ
の
ほ
か
、ト
キ
保
護
募
金
箱
へ
の
募
金
、

６
個
人
・
18
団
体
の
方
か
ら
も
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
は
、ト
キ
野
生
復
帰
事
業
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
野
生
下
の
ト
キ
の
営
巣
状
況

　

４
月
17
日
の
環
境
省
発
表
に
よ
る
と
、

野
生
下
で
営
巣
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ペ
ア

は
20
組
と
な
り
、
そ
の
う
ち
抱
卵
が
確
認

さ
れ
て
い
る
ペ
ア
は
18
組
と
な
り
ま
し
た
。

　

繁
殖
期
は
、
ト
キ
が
最
も
敏
感
に
な
る

季
節
で
す
。
人
が
巣
に
近
づ
く
と
ト
キ
が

危
険
を
感
じ
て
巣
を
放
棄
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ひ
な
が
誕
生
し
、
巣
立

ち
す
る
６
月
ご
ろ
ま
で
、
営
巣
地
へ
の
接

近
な
ど
は
控
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

加
茂
湖
の
誕
生

　

新
潟
県
内
で
最
も
大
き
い
湖
で
あ
る
加

茂
湖
は
、
総
面
積
が
4
・
8
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
周
囲
が
約
17
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
自
然
湖
沼
で
す
。

　

日
本
に
あ
る
湖
の
で
き
方
は
、
大
き
く

３
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
つ

は
琵
琶
湖
（
滋
賀
県
）
や
猪
苗
代
湖
（
福

島
県
）
な
ど
火
山
活
動
や
地
殻
構
造
運
動

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
湖
、
２
つ
目
は
三

日
月
沼
（
北
海
道
）
な
ど
浸
食
作
用
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
湖
、
３
つ
目
は
小
川

原
湖
（
青
森
県
）
な
ど
、
砂
や
地
滑
り
な

ど
で
せ
き
止
め
ら
れ
て
作
ら
れ
た
湖
で
、

加
茂
湖
は
、
３
つ
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　

加
茂
湖
が
誕
生
し
た
の
は
約
５
千
年
前

で
、
そ
れ
ま
で
は
日
本
海
の
一
部
で
し
た
。

地
殻
変
動
に
よ
っ
て
大
佐
渡
山
脈
と
小
佐

渡
山
地
か
ら
流
れ
出
た
土
砂
等
が
山
地
間

の
海
を
埋
め
て
い
く
に
つ
れ
て
国
中
平
野

の
土
台
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
に
伴
い
今
の
両
津
湾
と
真
野
湾
が
作
ら

れ
て
い
き
ま
す
。
両
津
湾
側
は
、
大
佐
渡

側
と
小
佐
渡
側
の
両
方
か
ら
砂
州
が
発
達

し
、
や
が
て
外
海
と
隔
離
さ
れ
て
加
茂
湖

が
誕
生
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
両
津
湾
と

つ
な
が
っ
て
い
る
汽
水
湖
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
で
き
た
加
茂

湖
は
、
江
戸
時
代
に
は
名
勝
地
と
し
て
、

近
年
で
は
カ
キ
の
養
殖
い
か
だ
が
浮
か
ぶ

風
光
明
美
な
湖
と
し
て
、
四
季
折
々
の
表

情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
歌
人
・
与
謝
野

晶
子
も
、
「
加
茂
の
湖　

金
北
お
ろ
し
渡

る
な
り　

船
江
の
浜
に
し
ら
波
寄
ら
ん
」

と
詠
ん
で
い
ま
す
。

　

の
ど
か
な
湖
面
の
下
に
は
、
過
去
に
起

こ
っ
た
地
震
に
よ
る
津
波
堆
積
物
や
ガ
ラ

ス
質
の
殻
を
持
つ
藻
の
化
石
な
ど
、
昔
の

環
境
や
今
後
の
研
究
に
活
用
で
き
る
貴
重

な
調
査
対
象
が
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
の

で
す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室（
両
津
支
所
内
）

　

☎
27
―
４
１
８
５

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
126

　

平
成
26
年
度
（
平
成
26
年
４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
ま
で
）
佐
渡
市
ト
キ
環
境
整
備
基

金
へ
、
総
額
５
６
６
万
４
８
７
９
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄付者 ご住所
株式会社セーブオン　様 群馬県前橋市
新潟市立月潟小学校
６年１組一同　様

新潟市

原沢　みなこ　様 新潟市
佐渡興産有限会社　様 佐渡市
鐘江　くに江　様 埼玉県狭山市
カンゾウの会　様 新潟市
本間　朱鷺太郎　様 東京都小金井市
株式会社メニコン　様 愛知県名古屋市
梅村　静代　様 愛知県名古屋市
綱島　美枝子　様 東京都大田区
佐渡汽船運輸株式会社　様 佐渡市
田中　健一　様 佐渡市
新潟県生涯学習協会
佐渡支部　様

佐渡市

眞田　眞悟　様 大阪府大阪市
松井　三生　様 佐渡市
佐渡市立沢根小学校
５年生一同　様

佐渡市

佐渡生きもの語り研究所　様 佐渡市
※承諾をいただいた方のみ記載しています。
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佐
渡
奉
行
所
の
西
三
川
金
山
役
で
あ
っ

た
辻
藤
左
衛
門
（
１
６
１
１
～
52
）
は
、

寛
永
６
（
１
６
２
９
）
年
６
月
に
佐
渡
奉

行
と
し
て
着
任
し
た
伊
丹
播
磨
守
が
西
三

川
を
巡
検
し
た
際
、
砂
金
山
に
至
る
ま
で

の
道
や
橋
の
補
修
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ

し
て
奉
行
に
同
行
し
、「
砂
金
稼
ぎ
は
水

流
し
が
重
要
で
あ
る
の
で
、
用
水
を
整
備

し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
峠

の
頂
上
に
溜
池
を
普
請
す
れ
ば
、
旱
魃
の

時
に
も
用
水
に
差
支
え
が
な
く
な
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
砂
金
の
上
納
も
増
す
で
あ
ろ

う
」
と
、
砂
金
稼
ぎ
の
道
理
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

こ
の
提
案
は
た
だ
ち
に
伊
丹
奉
行
に
採

択
さ
れ
、
溜
池
の
普
請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

藤
左
衛
門
は
、
普
請
人
足
に
対
し
て
は
潔

白
・
公
平
、
し
か
も
憐れ
ん

憫び
ん

を
も
ち
な
が
ら

接
し
た
の
で
、
普
請
は
順
調
に
進
ん
だ
そ

う
で
す
。

　

こ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
藤
左
衛
門
は
、

筋
金
の
管
理
を
行
う
運
上
屋
役
と
な
り
、

慶
安
２
（
１
６
4
９
）
年
６
月
に
は
相
川

の
町
を
治
め
る
町
奉
行
に
昇
進
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
藤
左
衛
門
の
「
政
事
清
廉
に

し
て
人
の
賂
を
受
け
ず
、
言
行
相
応
に
し

て
理
非
分
明
な
り
」
と
い
う
性
格
が
仇
と

な
り
、
同
僚
の
侮
あ
な
ど
り
に
遭
う
こ
と
も
多
く
、

上
役
と
も
対
立
し
、慶
安
４
（
１
６
５
１
）

年
９
月
小
木
番
所
に
左
遷
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
つ
い
に
佐
渡
奉
行
所
留
守
居

役
と
対
立
し
た
藤
左
衛
門
は
、
相
川
へ
の

引
き
上
げ
命
令
を
拒
否
し
、
翌
年
３
月
蓮

華
峰
寺
に
立
て
こ
も
り
、
自
害
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
小
比
叡
騒
動
」
と
呼
ば
れ
る
事

件
で
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課
（
金
井
就
業

　

改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

西
三
川
砂
金
山
⑻
　
― 

地
役
人
辻
藤
左
衛
門
と
溜
池
普
請 

―立残山（左下）や虎丸山（右中央）など砂金稼場周辺には、多く
の溜池がある。（笹川十八枚村砂金山絵図より）

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

田中優子法政大学総長シンポジウム
　江戸時代の佐渡金銀山に焦点をあて、金銀山の歴史にからめて市民の
関心が高い「文化」をテーマにシンポジウムを行います。

日 　 時 ６月 20 日㈯　午後７時～９時 30 分
会 　 場 国指定史跡　北沢浮遊選鉱場跡（相川北沢町）
 ※雨天時：相川体育館（相川栄町）

内 　 容
○午後7時～８時　基調講演
　　講師　法政大学総長　田中 優子　氏
　　演題　『内からの目、外からの目』
○午後８時～８時30分　伝統芸能披露　鬼太鼓（春日鬼組）、相川音頭（七浦民謡研究会）
○午後８時30分～９時30分　パネルディスカッション
　　コーディネーター　田中 優子　氏
　　パネラー　　　　　松田 祐樹　氏（佐渡芸能伝承機構）、中野 奈美子　氏（風待ちの会）、
　　　　　　　　　　　佐渡市長　甲斐 元也
定 　 員 200 人（先着順）
お申し込み ５月 18 日㈪から受け付けを開始します。市役所本庁・各支所・行政サービスセンターに設置

する申込チラシにより、市役所世界遺産推進課までお申込みください（電話申込も可）。
主 　 催 佐渡市
共 　 催 佐渡を世界遺産にする会、佐渡を世界遺産にする新潟の会、佐渡を世界遺産にする首都圏の会
お申し込み・お問い合わせ　市役所世界遺産推進課　登録推進係　☎６３－５１３６　FAX６３－６１３０

田中優子氏
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復
活
!!
相
川
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会 

　
　
　
　
　
　
　
　（
相
川
地
区
）

　

平
成
20
年
度
が
最
後
の
開
催
と
な
っ
て

い
た「
相
川
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」が
、７

年
ぶ
り
に
相
川
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

事
業
と
し
て
復
活
し
ま
す
!!
相
川
地
区
の

歴
史
・
文
化
・
自
然
を
、学
び
・
楽
し
み
な
が

ら
歩
き
、健
康
増
進
に
も
つ
な
が
る
一
石
二

鳥
の
大
会
で
す
。

　
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」は
、３
人
か
ら
５
人

く
ら
い
で
チ
ー
ム
を
作
り
、地
図
を
も
と
に

コ
ー
ス
を
回
り
、コ
ー
ス
の
途
中
に
あ
る
問

題
を
解
き
、設
定
さ
れ
た
時
間
に
よ
り
近

い
タ
イ
ム
で
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。友

人
・
親
子
・
職
場
等
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参

加
し
ま
せ
ん
か
？
相
川
地
区
以
外
の
方
も

大
歓
迎
で
す
！

開
催
日　
６
月
14
日
㈰

　
　
　
　

受
付
：
午
前
９
時
30
分
～

場
所　
あ
い
か
わ
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

参
加
料　
無
料

参�

加
申
込　
５
月
29
日
㈮
ま
で
に
、電
話

ま
た
は
各
地
区
公
民
館
に
あ
る
申
込
書

に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
の
申
込
み
も
可
）

お
問
い
合
わ
せ

　

相
川
地
区
公
民
館

　

☎
74
―
２
３
３
２　
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―
２
０
３
２

第
27
回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

佐
渡
地
区
大
会
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　

３
月
22
日
㈰
、

サ
ン
テ
ラ
佐

渡
ス
ー
パ
ー
ア

リ
ー
ナ
を
会
場

に
開
催
し
ま
し

た
。今
大
会
の

運
営
は
、赤
泊

地
区
と
羽
茂
地

区
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
が
担

当
し
ま
し
た
。約
１
７
０
人
・
30
チ
ー
ム
が

参
加
し
、２
部
門
に
分
か
れ
て
佐
渡
の
頂
点

を
目
指
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

大
会
結
果
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ム
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佐
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ブ
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般
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１
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奥
飛
騨
慕
情
・
壱

　

今
秋
に
は
同
会
場
で
県
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK

■資料紹介
「新潟県３Ｄマップ�
��私たちが暮らす大地の姿」
��北陸地域づくり協会�編・発行

　新潟県内の特
徴的な地形56か
所を取り上げ、変
化に富んだ美し
い自然の姿とそ
の成り立ちを立
体図や写真によ
り解 説していま
す。佐 渡 市では、
大佐渡北端、加
茂湖周辺、小佐渡北部、小木半島の４か
所が紹介されています。附属の「赤青めが
ね」で３Ｄ図を立体視できます。

◆文学講座（６月開講）講座生募集
日 時 毎月第１水曜日　午前 10 時～ 11 時 30 分 
会 場� 中央図書館　２階講座室 
講 師 坂口昭一先生（元佐渡高等学校教諭） 
テーマ 「方丈記」 
お申し込み・お問い合わせ　中央図書館　☎６３－２８００

■ホームページから本の予約ができます
　佐渡市の図書館ではホームページから本や雑誌を予約することが
できます。ご利用にあたり、あらかじめ図書館や図書室の窓口でパス
ワードをご登録する必要があります。
○ お手続き後は、ホームページ上からパスワードやメールアドレスを

変更できます。
○ 貸出状況や予約状況を確認することができます。
　使用方法などは、中央図書館（☎６３－２８００）にお問い合わ
せください。
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　当市にご寄付をいただきお礼申し上
げます。
○物品
　 マーチングキーボード1台、キャリング

ホルダー1台、シンバル1組
　　両津小学校の教育環境整備のため 
　　　平成26年度両津小学校ＰＴＡ 
　　　　ＰＴＡ会長  北見 卓也 様
　電波時計1台 
　　両津小学校の教育環境整備のため 
　　　平成26年度両津小学校ＰＴＡ 
　　　　第６学年委員長 榎 マミ 様
　トーンチャイム1組、ツリーチャイム1台 
　　さわた幼稚園の教育環境整備のため 
　　　さわた幼稚園父母の会 会長  
　　　大瀬 美保 様
　スポーツタイマー1台 
　　両津小学校の教育環境整備のため 
　　　本間 辰彦 様(河原田諏訪町)
○現金 
　50,000円　福祉のため 
　佐渡民謡舞踊連盟　理事長  
　小間 惟司 様(原黒)
○住所氏名のみ公表 
　林 栄市 様（椿） 
　旧小木中学校同窓会 
　会計管理者 清水 勝昭 様（小木町） 
　一柳流青柳会 会主 一柳 庄ノ丞 様　 
　　　　　　　　　　　　（八幡町）

首都圏情報コーナー

第18回 産業振興フォーラムが開催されました
　３月21日(土)、表参道新潟館ネスパス
で、第18回産業振興フォーラムが開催さ
れました。
　第一部の基調講演は、金井生れ佐和
田育ちの小菅秀顯氏が講師でした。竹
工芸家の一族に生まれながらエンジニ
アの道に進み、日産自動車や海外の企
業で勤務の後、現在は技術コンサルタン
トとして活躍中の方です。「自動車業界を中心にみた真のエコ
（グリーンエネルギー）とは？」の演題で、ガスタービンの開
発から、自身の設計によるトルクコンバータの開発、世間を騒
がすリコール問題、日本のモノづくりや、地球温暖化と究極の
エコカーとされる燃料電池車の問題点など、幅広い分野の専
門的な話題を分かりやすく紹介いただきました。また、エンジ
ニアのチャレンジ精神の重要性についても語られました。
　第二部は、佐渡市役所産業振興課長の市橋秀紀氏による
「佐渡市の地産地消と産業振興について」の講演でした。佐
渡のさまざまな課題解決のための産業振興課の取り組み、具
体的には、起業支援や地産地消促進、若者のＵ・Ｉターン活
性化のための施策など、幅広い分野の意欲的な施策の数々を
ご紹介いただきました。
　今回も、佐渡から佐渡市総合政策監の池町円氏をはじめ、
製造業や販売事業者の代表者・役員の方々の参加をいただ
き、いつものような盛会となりました。

（文責：佐渡市東京事務所　小路　徹）

寄付のお礼

小菅秀顯氏

司
法
書
士
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無
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さ
い
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 3/13～ 4/13届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 羽二生 親　松　芳　衛 93 3.17
　〃 旭 土　屋　サツキ 82 3.19
　〃 下横山 川喜多　　　澤 90 3.20
　〃 加茂歌代 小　池　ユ　キ 91 3.20
　〃 住吉 髙　橋　ツ　マ 93 3.21
　〃 両津湊 田　中　ワ　キ 92 3.23
　〃 片野尾 金　子　ツヱノ 94 3.24
　〃 両津福浦一丁目 大　場　久　雄 80 3.30
　〃 羽吉 俵　　　四　郎 90 3.31
　〃 加茂歌代 大　倉　政　男 69 4.  1
　〃 北五十里 村　上　一　夫 91 4.  1
　〃 両津福浦二丁目 齋　藤　義　行 86 4.  2
　〃 浜田 後　藤　末　吉 92 4.  4
　〃 両津大川 仲　山　フジ枝 90 4.  5
　〃 河崎 　　池　　　昌 91 4.  7
　〃 歌見 藤　井　和　則 58 4.  7
　〃 白瀬 內　海　永　一 89 4.11
　〃 両津夷 山　本　明　子 89 4.11
　〃 鷲崎 石　川　悦　二 83 4.12
　〃 岩首 本　間　好　美 80 4.12
　〃 吾潟 菊　池　重　正 88 4.13
相　川 相川米屋町 藤　田　ワ　カ 94 3.15
　〃 達者 川　波　キ　ミ 91 3.17
　〃 姫津 石　見　善　平 78 3.18
　〃 北狄 北　見　光　麿 62 3.20
　〃 橘 門　口　　　米 94 3.21
　〃 北川内 山　口　　　尚 68 3.23
　〃 稲鯨 岩　本　清　一 80 3.25
　〃 相川大浦 猪　瀬　　　充 84 3.29
　〃 相川新材木町 福　澤　ハツ江 92 4.  3
　〃 達者 渡　邉　政　昭 87 4.  3
　〃 稲鯨 岩　﨑　勇　雄 66 4.  5
佐和田 窪田 中　村　義　雄 79 3.13
　〃 八幡 石　井　喜　晴 72 3.18
　〃 河原田諏訪町 齊　藤　ア　イ 90 3.29
　〃 八幡 本　間　ア　キ 95 4.  4
　〃 沢根五十里 本　間　春　代 57 4.  4
　〃 窪田 本　間　明　義 80 4.  7
金　井 三瀬川 澁　谷　千　里 69 3.15
　〃 千種 松　本　ミヨ子 65 3.18
　〃 中興 飯　田　ヨ　シ 97 3.20
　〃 平清水 城　鳥　定　弘 61 3.23

金　井 泉 𠮷　良　八　重 96 3.24
　〃 千種 矢　田　　　勇 81 3.26
　〃 千種 上　杉　一　夫 79 3.27
　〃 千種 鈴　木　昌　枝 81 3.30
　〃 千種 関　根　シ　モ 77 4.  9
新　穂 新穂大野 河　野　フサエ 92 3.20
　〃 新穂正明寺 本　多　シサヱ 86 3.25
　〃 新穂田野沢 津　田　政　明 59 4.  7
畑　野 栗野江 土　屋　春　治 97 3.21
　〃 宮川 本　間　民　子 92 4.  3
　〃 畑野 中　川　和　枝 93 4.  6
　〃 大久保 久　保　專　榮 87 4.11
　〃 宮川 駒　形　　　猛 85 4.12
真　野 椿尾 金　子　ハツヱ 89 3.21
　〃 豊田 山　本　テ　ル 88 3.24
　〃 真野新町 笠　井　和　男 88 3.26
　〃 真野大川 遠　藤　貞　夫 82 3.28
　〃 吉岡 　　林　隆　信 65 3.28
　〃 金丸 秋　山　フヂヱ 97 3.30
　〃 国分寺 長　野　テ　ル 84 3.31
小　木 田野浦 本　間　キヨ子 93 3.20
　〃 深浦 金　子　ヤ　ヱ 79 3.23
　〃 小木 井　藤　ミ　ツ 94 3.28
　〃 田野浦 本　間　静　子 83 4.  6
　〃 小木町 須　藤　秀　雄 84 4.11
羽　茂 羽茂滝平 井　上　ヨシヱ 95 3.14
　〃 羽茂大石 村　川　ミヱ子 87 3.14
　〃 羽茂村山 小　田　ト　ミ 97 3.25
　〃 羽茂大石 下野平　ア　ヤ 91 3.26
　〃 羽茂本郷 山　中　正　子 84 3.26
　〃 羽茂小泊 葛　西　敏　子 83 3.30
　〃 羽茂村山 嶋　倉　哲　雄 82 4.  6
　〃 羽茂本郷 金　子　尚　一 86 4.  7
　〃 羽茂本郷 干明田　和　巳 87 4.10
赤　泊 南新保 渡　部　三　郎 97 3.13
　〃 南新保 本　間　惠美子 74 3.16
　〃 下川茂 駒　形　麗　子 83 3.31
　〃 杉野浦 金　子　堅　二 91 4.  4
　〃 莚場 横　田　ツ　ギ 87 4.  6
　〃 三川 安　達　三　吾 90 4.10
　〃 徳和 安　藤　健一郎 61 4.10
　〃 三川 　　池　正　久 81 4.12
　〃 徳和 田　邊　吉　信 77 4.12

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 加茂歌代 逸　見　柚　凪 祐治 3.  6
　〃 梅津 穗　鷹　凛　人 大伸 3.13
　〃 両津湊 三　國　陽　葵 駿 3.22
　〃 梅津 北　　　理　人 吉範 3.25
　〃 原黒 鈴　木　傑　也 泰弘 3.26
　〃 羽二生 甲　斐　菜　羽 稔也 3.29
　〃 上横山 白　瀬　唯　愛 千尋 4.  3
相　川 相川材木町 有　井　翔　星 秀史 3.12
　〃 小田 葛　西　悠　弥 大樹 3.24
佐和田 市野沢 坂　下　り　つ 真斗 3.  9
　〃 石田 佐　藤　羽　空 祐司 3.12
　〃 沢根 眞　藤　桜　夢 幸雄 3.30
　〃 市野沢 源　氏　悠　真 諭史 3.31

金　井 泉 菊　池　巧　人 茂樹 3.16
　〃 千種 小　泉　篤　史 考史 3.19
　〃 三瀬川 仲　川　莉緒奈 勲 3.20
　〃 千種 川　上　莉緒奈 友朗 3.22
　〃 貝塚 山　川　　　咲 大輔 3.27
　〃 貝塚 山　川　　　昊 大輔 3.27
畑　野 畑野 加　藤　美　咲 芳宏 3.11
　〃 畑野 大　野　源　太 賢治 3.22
　〃 宮川 梶　原　侑　真 敦 4.  5
真　野 大小 井　上　時　郎 祐弥 3.  6
　〃 吉岡 島　田　瑠　祈 了 3.21
　〃 西三川 林　田　晴　妃 和章 3.25
羽　茂 羽茂本郷 本　間　亘　稀 裕希 3.18
　〃 羽茂大石 百　畑　美　琴 郁雄 4.  7   

（ゆずな）

（りひと）

（ひまり）

（りひと）

（たかや）

（なのは）

（ゆあ）

（しょうせい）

（はるや）

（りつ）

（はく）

（めしあ）

（はるま）

（たくと）

（あつし）

（りおな）

（りおな）

（さき）

（そら）

（みさき）

（げんた）

（ゆうま）

（ときお）

（るき）

（はるひ）

（こうき）

（みこと）



　「佐渡市食育計画」および「佐渡市歯科保健計画」
の目標を達成するための取り組みとして、市内の保育
園、幼稚園に通う年長児・年中児を対象に、平成 25
年度から「あさごはん・はみがきがんばりカード」を
実施しています。このカードは、月曜日から金曜日まで
の 20 日間分、毎朝「あさごはんを食べた」、「はみが
きをした」ことでシールを貼ることができるカードです。
　かむというのは、一見何気ない行動に見えますが、
実は健康に大きくかかわっています。上下の奥歯をよ
くかみしめて、よくかみ、くだき、すりつぶすと歯は丈
夫になります。

上手にかめるようになるコツ
　①かみごたえのある食べ物に慣れさせる。
　②食事の時間はゆっくりと。

カード回収率
年月 回収総数 対象者 回収率

平成 26 年 6 月 798 人 817 人 97.7％
平成 26 年 12 月 774 人 818 人 94.6％

【出身地】佐渡市羽二生
賛助主演　立浪会、佐渡みどり会、両津しぐれ会、朱輝の会、雪栄会
特別出演　�尺八・笛  佃　一生、尺八・笛  佃　凱山、 

三味線  笹本　壽、三味線  笹本雪路、琴  石川智江　他
日時　６月 27 日㈯　　開場　午後１時　　開演　午後１時 30 分
会場　アミューズメント佐渡　大ホール
入場料　一般：2,500 円　高校生以下：500 円
チケット発売中　丸屋書店、曽我商店、ヤマゴ、ホンマ衣料品店、 
　本間書店、玉箋堂、佐渡スポーツハウス、アミューズメント佐渡
主催　佐渡市教育委員会　お問い合わせ　アミューズメント佐渡　☎５２－２００１

小林よしえ 里がえり民謡コンサート佐渡お
けさ

名人位
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佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 14
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材料（1人分）
水煮大豆：10g、片栗粉：
3g、ちりめんじゃこ：
5g、さつまいも：20g、
揚げ油、しょうゆ：1g、
砂糖：2g、水：1g、白
いりごま：0.3g
作り方
①水煮大豆は片栗粉をまぶして油で揚げる。
② しらす干し、1㎝角に切ったさつまいもは素

揚げする。
③ しょうゆ、水、砂糖をあわせて煮立たせ、

そこに①と②とごまを入れてからめる。
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市の面積　855.34㎢（平成25年10月1日）　市の海岸線280.7km（平成24年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、
観光イベント情報、くらしの情報、島外イベン
ト情報アドレスsado@mpx.wagmap.jpに空
メールを送ると、仮受付メールが返信されま
すので、案内にしたがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず

「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ��市役所地域振興課（情報政策係）��
　☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単に佐
渡市内の情報がご覧になれます。
＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者�㈱佐渡テレビジョン☎61-1212

アース・セレブレーション２０１５
８月21日㈮～８月23日㈰

　28年目となる今年のアース・セレブレーションには、城山コンサートのゲストとして、和
太鼓奏者の レナード衛藤氏とインドネシア・バリ島のスアール・アグンをお招きします。
　鼓童の奏者として、「彩」や「族」など数々のスタンダードナンバーを生み出したレナー
ド衛藤さん。植民地時代に失われた伝統楽器「ジェゴグ」を復活させ、インドネシア音楽
や文化の新たな境地を切り拓いてきたスアール・アグン。ともに18年ぶりに城山の舞台で
鼓童と再会します。その他、芸能や佐渡の魅力を存分に楽しんでいただく企画も盛りだく
さん。前売り券発売開始は、６月16日㈫です。

◆️城山コンサートに100名様ご招待！
　８月21日㈮午後６時30分開演「鼓童ナイト」演出：前田剛史(鼓童)に、一般50名様、学
生50名様（佐渡在住もしくは佐渡出身の現役高校生・専門学校生・大学生）
をご招待します。ぜひ、この機会にお申し込みください。ハガキに氏名・住所・
電話番号（学生招待は在籍学校名・学年）をお書きの上、下記までご郵送く
ださい。
　〒952-0611　佐渡市小木金田新田148-1
　ＥＣ実行委員会「ＥＣ佐渡招待」係　　６月10日㈬必着
　※ハガキ１枚につき１名様のみ。応募多数の場合は抽選。
　　当選者には６月25日(木)までにご案内をお届けいたします。

◆️島民割引のお知らせ
　佐渡市在住の皆さまに限り、城山コンサート１日券
（一般のみ）を限定期間内に購入いただくと、通常価
格より500円の割引となります。詳しくは、市報６月
号にてお知らせいたします。

お問い合わせ： アース・セレブレーション実行委員会 
☎８１－４１００

イベント詳細http://www.kodo.or.jp/ec/ 写真：宮川舞子、古田亘、鼓童

　「市報さど」では、市内の小・中学生、高校生が書いた記事（800字程
度）や、市民の皆さまから写真「私の好きな佐渡の場所」を募集していま
す。記事は電子データで作成し、ご連絡先が必要です。詳しくは、市役所
総合政策課広報広聴係（☎63-3802）へお問い合わせください。


